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　　眠（脱皮）の現象は、家露幼鍛に於ても亦他の鱗翅目幼贔に於てもb恐らく罰胸腺ミCorpora

　・11漁から髄液内へ漣緬醐こ分泌される堀伽り睡・によつて誘導される鍔へられる。N

　一面に於て化蠣の開始は前胸腺からのホルモンのみが必要の様である。

　　C。，p。・a・al1・t・の除去や蜥含の一定II糊、　EPち90酬］臼以前の聯酷紮により泌奪照を化

　踊は、C。，p・・照11・t・鯛・ルモン0）嵌際、雛眠礎めずしてイ踊を1〕はしめる前胸腺のホ

　ルモンの影響ミ考へられる。そこで次の事が明かになったS考へられる。即ち、最終齢に於て

’　はCorp。ra　allataはその分泌活動性を央ひ、萌胸腺のみが活撚ミなるらしい。最終齢の澱では

　C・rP・r・　・II…taの除去も（金・・939）頭綿紮G醐耀表）も著しく欄を鱗さ櫛もの驚

　いこ」も既に見られナニo
　隷盃置の眠や蠣化の開始に當りC。・p・ra・all・taや前槻県が果す作1禰謀蠣の賄α）㈱の

　齢に耀明しそ駒・。簡職越べるS、駄嚇轍めナ・縢齢の幼蝦・の繭の一腔螂中

　期の鋤灘内へ灘する臥移騰れた麟片は粧の幼撫調胤こ虫駆の激磁す
　事、販之もし蒋い蝋の羅内へ同搬な麟を傑し協合には・宿主のmaに當つて樹敵

　騰の幼最眠が行はれるこミを知つ11t。

　　Pi，h。（1940）はG・II，ri・・m・11・・ell・で、熱・鵬のC・rp・…1轟撮終齢の幼鐡へ移楠し

　　た騰に於て過剰の幼鋼令欄さしめ得た灘じてゐる・而して彼は之を移楠した鱒鵬
　allataの蝋化抑制の影響なりε兇徹してゐるが、此のi溌明は著潜の魔瞼力’ら’岡噺すれvば’誤りで

　　あるε思はれるo

　　　（文献4、篇翼1）

蠶絲に關する最近の特許

河野英記（抄録）

評　欄撒絹繊緯の製造力ta（昭利15㈱・嬬5156號蠣人・略灘）
　　　「。・・デ・一ド搾騰瞬欝謡白質鋤稀「・ルカリ」溶灘縣灘「タ彰翻

　　酸を溶縦しめ焔後議漬灘潮撒維女は礁麟卿醐灘巌漬し燃磯灘
　　　纒撒水し、其儲しくは轍麟を含有する稀酸溶液に漫潰して勲鮪質を凝蹴麟
　　　「フオンレマリン」S縮合せしむるこざを特徴εする擬毛状絹繊維の製燧方法。

　　　　絹繊維虚理塗（昭和5年特・公第，ク268號　as願人（型蹄）叫内源奪）

　　・陶シ・J舗の騨維を「如・」明繁水酸化「ア・ゆリ」難炭酸・鰍醐簾

　　　姦：誌鷺灘譲礪欝i鱗欝需鯉讐漢響評鯖糠謎轟緩灘

　　　混合溶液にて、常叡は比較剛域濫に力醗し闘す齢二工概訳に硫酸の構溶溺聯灘
　　　叉は盤化物を添加せる溶液にて慮理’¢る第三工程ε、更に水洗乾燥に附する第閥工程Sの儲黛

　　　を特徴書する網繊維慮理法。　　・

　　　欝隈難誌第＋二巻第三號1941、　　　　　　　　1　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　u
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　　紡繍用原料繊繊理法（昭和｝5ζ1竃特、公第7407號　lll願人（韓明音）熱澱薄太郎）

　　蝋徽慰織は剛膿翻繍熊を騨撚中に撫・「・・…一一テル．r、「アルコール」、「アセトンll、

　石油「心ヂン」の如剖磯学鰍忙て麟し畝で舞驚の｛1、を開紅過剰の液魍勉引扱き然

　る後、露鯉繊維物を容入せる維内に高駆蒸氣を吹き込み、薦理繊維物に残留附着せる脊機熔測

　を揮散津しむるざ同時に加熱塵理を施し「セリシン」の圃窺を圖るS共に、階肪及び蝋費物を

　浸出除玄すべからしめたるこミを特微ミする紡績用駅料繊維腿理ll法。

　・禰叉嚇騰糊臓浩（昭不r・16㈱、聯賜眉聰頁人、灘削撚鰍）

　　繭叉は絹繊維を食鞭水ざ「アルカリ」剤溶液ご0覗ノ瀞寡液にて煮沸し「セリシン」の解膠餅

　化するを倹ち・…次いで前記繊維を蛋白質繊維の溶液中に投じ、該繊維の衷而に螢劇質の薄皮膜

　を形城せしめ後・硫酸溝液に浸漬して灘理するこSを轄徴ミする繭叉1疏1撒維加工法。

　　擬嚇織叢綾（鞠1碑特、聯278號匠源臥、i糊1蝶撚鰍ジ

　　‘1孫を「フオノ・ムアルデ・・イls　．．1，「フエノール「クレゾー」・」烈蝿等ε均等数矯る

　「セリシン」硬化剤を以て腱理して「セリシン．．1　te’ma化せしめ、該生紳を樹脂の「アルヌJリ」

　溶液を以て慮理しナこる後2〔｝～30％の鞭酸濡液にて腿理する工程ε、斯くして擬毛化せ凝k縣

　ミ1大豆螢白に糖類、酒石酸叉1よ「サルチル」酸を女耀測ミして添加しN之を稀源「アルカリ」

　液に溶解し然る後腕泡を行ひ、箆に熟戒を行ひ叉は行はずして得たる紡縣液を酸液に膚磯凝圃

　剃を加へ叉は加へざる凝圃盗中に紡練し、然る後硫化水素瓦斯づζは其水溶液にて腿理し、又は’

in典慮理を輝るこざなくして御たる人燧繊維ミ葱混撚する工程ざの結合を特徴電する擬懇縣製

　蓬法。

　　桑條「パルプ」の製法（昭和5年特、公獅341號”1，fiua人、東京人癬騰採畿餌の

／／　桑條を剥皮せずして其健鞭酸、硫酸の如き酸類にて前健理して皮部ミ木質部ざの蒸解遽慶を

　均一ならしめ“tcる後、麹遼法にて「パルプ」化するを鱒徽ミする粟條「パルプ」の製法。

　　絹繊維を使用する擬革製蓬法（㈱15購聯6Q81號鹸人、斯II．界欄鮒

　　網繊維を閉繭機に依り適當の厚さに延綿し、綿帯状沁らしむる工程S之を銅「アンモニヤ」

灘化「ニツケル」、「アンモニヤ」液Uは「アノ・カリ」水酸1ヒ銅「グリセリン」液に綱繍陸

　溶解》る糊液中を難して綿帯状絹繊維の一一部を溶解せレめ、駆搾凝陶せる後「グリセリン」女

’は贈肪油乳化液類に依りて柔軟化せる薄材の蓑面に硲酸繊維素塗罪斗「ゴム」」職よ油性塗料を塗

　　　　　　　　　葡蹴る工程電の結禽を特徴ざする網繊維を使用する擬革製遣法。

　　編繊維よ臓る擬革の鱗法（昭和15年特、公第6230號　出願人、共和レザー松式會鮭）
　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H

　　「セリシン」層を有する網織維ε他の動穂物繊維εを開黎混合し、綿糊伏物t一なす工程ε之

を酸化銅「アンモニヤ」液・酸化「ニヅケ…アンモエ烈液或は「アルカリ」水酸化銅「グ

リ勘・」液の婦糊繍解盗・1・に漫灘しめて「tA」S・」鮪する糸同繍の一部を溶解

　態歴搾砂後、凝圃辮に海して瞬固し褐製網暦を形成せしめN更に之を柔軟化する工程S其の表

魏徽纏隷級鰍騰冴鋤鱒擬韓料騰鱈る工齢の結合鱒雛する欄維
　舞頓歳る擬革の製i趨法


